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るでしょう（紙の本でしか貸出できないものもあり、すべての本が電子図書館で利用できる

わけではありません）。 

乳幼児期に身近な人の声で読み聞かせを体験した子どもは、やがて自ら本を選び、実生活

では得られない体験に出会います。これはすべての子どもにとって大切な財産となります。

家庭、地域、学校がそれぞれの役割を果たし続けることが、一人でも多くの子どもの輝く未

来につながると信じています。 

本市では、｢子どもの読書活動の推進に関する法律｣に基づき、また、｢香川県子ども読書活

動推進計画｣の趣旨を踏まえ、平成 17 年 1 月に｢丸亀市子ども読書活動推進計画｣を策定しま

した。その後、成果と課題及び諸情勢の変化等を検証し、概ね 5 年毎に見直しを行いながら、

子どもの読書活動の推進に取り組んできました。 

これらを踏まえ、この度、第 4 次の計画が令和 7 年度で終了すること、また、国が令和 5

年３月に｢子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画(第 5 次)｣を定めたことを受けて、

今後 5 年間にわたる施策の基本的方針と具体的な方策等を、「第 5 次丸亀市子ども読書活動推

進計画｣として定めるものです。 

 

２２  計計画画のの期期間間及及びび対対象象  

 期間は令和８年度から 12 年度までの５年間とし、対象は０歳から 18 歳までの子どもとそ

の保護者等とします。 

 

３３  基基本本方方針針  

 丸亀市は、“子どもが本を好きになり、読書によって育まれる力が一人ひとりの子どもの生

きる糧となること”を願い、子どもが読書の楽しさを知り、自ら進んで読書に親しみ、生涯に

わたり「楽しみながら学びを深める」読書習慣を身に付けることができるよう、次の項目を

基本方針に掲げます。 
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第第１１章章  丸丸亀亀市市子子どどもも読読書書活活動動推推進進計計画画のの策策定定ににああたたっってて  

 

１１  計計画画策策定定のの趣趣旨旨  

令和 7 年 3 月から丸亀市では電子図書館がスタートし、紙の本だけでなく多様な読書が身

近になってきました。小学校入学と同時に一人一台端末で学び始める子どもたちは、文字や

写真の拡大、検索、読み上げなどの機能を活用して読み方を工夫し、その経験を共有できる

ようになりました。また、教室全体でスクリーンに投影した本を読み、考えを語り合うこと

も可能になりました。図書館に行かずに、24 時間 365 日、家庭や学校で貸出や返却ができ、

期限が来れば自動で返却される便利さも生まれています。しかし、読み方の選択肢が増えて

も、本の内容の良さを実感しなければ読書習慣は身に付きません。では、子どもたちが読書

を習慣にするために何ができるでしょうか。 

家庭では乳幼児への読み聞かせを通して、大人も絵本の新たな魅力に触れてみませんか。

絵本だけでなく、読んだ本について話し合い、コミュニケーションを深めることも効果的で

す。本選びに迷ったら、地域の図書館や児童館、コミュニティセンターなどで相談してみて

ください。「こんな時は、こんな本がおすすめ」というアドバイスから新しい本と出会い、「も

っと読みたい」という気持ちが芽生えるかもしれません。 

学校の図書館には子どもの年齢に合わせた本が揃っており、本との出会いを後押しします。

小学校から高等学校までの国語科の授業では、日常生活から社会生活、実社会と関わる読書

の意義と効用について学ぶ時間があります。この時間は自ら進んで読書をし、読書を通して

人生を豊かにしようとする態度を養うためのものです。子どもたちには読書習慣を身に付け、

豊かな人生を築いてほしいと願っています。 

子どもを家庭、地域、学校が連携して支え、今できることを無理なく継続していくことが

大切です。電子図書館の普及により、読書方法だけでなく出会える本の種類も多様になりま

した。今だからこそ、電子書籍では味わえない紙の本ならではの良さを再発見する機会もあ
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第第２２章章  前前計計画画（（第第４４次次））ににおおけけるる主主なな施施策策のの成成果果とと課課題題  

 

 前計画では、子どもの読書活動を推進するため、家庭、地域、学校等の役割を明確にし、そ

れぞれが主体となった取組をより効果的に推進するため、３つの重点プロジェクトを設定し

ました。 

前計画の重点プロジェクト                     

Ⅰ-１ うちどく（家読）の推進 

Ⅱ-１ キーステーションとしての市立図書館の充実 

Ⅲ-１ 学校図書館の機能の充実 

以下、前計画のプロジェクトを省みて、成果と課題について検討します。 

 

Ⅰ-１ うちどく（家読）の推進 

 ブックスタート事業及びセカンドブック事業をより効果的に実施することで、家族で 

読書の楽しみを共有できる うちどく（家読）の推進に努めます。また、子育て支援に 

関わる機関との連携を図り、事業の充実に努めます。 

子どもと保護者が一緒に楽しめるような「おはなし会」等の行事の充実を図り、保護 

 者への子どもの読書活動の大切さについての啓発を推進します。 

  

子どもと保護者が一緒に楽しむことができる行事として、絵本作家によるものがたりライ

ブの実施や男女共同参画週間には人権課と連携して、父親に向けた読み聞かせにおすすめす

るリストや絵本を展示し、親子で参加することができるおはなし会を実施しました。通常の

おはなし会については市立図書館で実施するだけではなく、市民交流活動センター(マルタ

ス)のキッズルームを活用することで、施設の広報力や集客力を利用して、図書館を利用して

いない親子にも、読書の楽しさを体感する機会を提供しました。またクリスマスには「お楽
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基基  本本  方方  針針  

家家庭庭・・地地域域・・学学校校等等のの連連携携にによよるる社社会会全全体体ででのの取取組組のの推推進進  

 子どもが自ら読書に親しみ、読書習慣を身に付けていくには、子どもの発達の段階 

に応じて、子ども自身が本の魅力や読書の楽しさを知り、読書の幅を広げ、読書体験 

を深めるような環境を作ることが大切です。この子どもの自主的な読書活動を支える 

ため、子どもを取り巻く読書環境の整備・充実に努めます。 

そのためには、家庭、地域、学校等がそれぞれの役割を十分に理解し、社会全体で 

取り組んでいくことが重要です。特に子どもの読書活動に携わる地域の図書館、学校、 

幼稚園、保育所（園）、認定こども園、関係団体等が連携し、相互の協力が図られる 

体制を整備し、子どもの読書活動推進に向けた特色ある取組が展開されるよう努めます。 
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Ⅱ-１ キーステーションとしての市立図書館の充実 

  市立図書館は、家庭、地域、学校などにおける読書活動を推進する上でキーステー 

ション（重要な拠点）としての役割を担います。すべての子どもの多様なニーズに応 

えられるように、図書館資料の整備、専門的職員である司書の十分な人数確保やその 

資質向上に努めます。また、子どもの居場所としての図書館の役割を果たすとともに、 

子どもの読書活動の推進に係る関係機関との連携・協力体制の確立を図ります。 

 

地域における子どもの読書活動推進の要として中心的な役割を果たすべく、図書館では令

和２年から小中学校の夏季休業中は図書館を全日開館し、読書活動の機会の提供や子どもの

居場所となるよう努めました。また令和 6 年には図書館システムの更新を行い、市立図書館

に在庫している資料のｗｅｂ予約が可能となりました。ｗｅｂから在庫資料の予約が可能と

なり、子どもに読み聞かせを行いたい子育て世帯の方たちが気軽に予約できるようになった

ことで、図書館資料全体での予約冊数は 30％増加しており、なかでも絵本等の児童書の予約

冊数については約 2 倍に増加しています。 

読書バリアフリー法を踏まえ、多様な子どもが読書を行えるよう、令和 7 年 3 月に「丸亀

市電子図書館」の運用を開始しました。いつでもどこでも誰でも利用することができ、市内

の図書館を開館時間中に利用できない方でも、隙間時間や余暇等を利用して気軽に読書に親

しむことができます。また音声読み上げやリーディング機能のあるアクセシビリティに対応

した電子図書を導入することにより、文字による読書が困難な子どもたちでも、読書に親し

める環境づくりに努めました。「読み放題パック」の導入により、学校で一斉に同じ資料を利

用することができるため、調べ学習や読書活動への活用も期待することができます。電子図

書館の活用方法については、学校等関係機関との連携・協力体制を取りながら進めていくべ
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しみクリスマスブックス」と題して絵本を 2 冊借りた子どもに、雑誌の付録をプレゼントす

ることで、家庭での読書の啓発を図りました。 

アンケート調査によると、乳幼児から小学生の 1 か月の読書量は、半数の子どもたちが 7

冊以上本を読んでおり、8 割以上の子どもたちが 3 冊以上読んでいます。乳幼児の家庭での

読み聞かせの実施は前回調査と比較すると若干減少しているものの、多くの家庭で読み聞か

せが日常的に行われていると考えられます。市内すべての幼稚園、保育所（園）、認定こども

園において、子どもの発達段階に応じた絵本の読み聞かせを実施していることや、保護者へ

の読み聞かせの大切さの啓発等により得られている効果が大きいと考えられます。このよう

な取り組みを、すべての幼稚園、保育所（園）、認定こども園が引き続き行っていくことが大

切です。また子どもに絵本等の読み聞かせをあまり行っていない理由として、7 割の方が「忙

しくて読み聞かせをする時間がない」との回答を挙げており、共働き世帯による家事等の負

荷や本を入手するための時間の捻出等、様々な要因が考えられますが、家庭での読み聞かせ

を行いやすい環境整備が求められています。 

子どもの年齢に応じた絵本を届けることにより、家庭での読書や読み聞かせを応援し、家

庭での読書の重要性を保護者に伝えていくためにもブックスタート事業(※1)及びセカンド

ブック事業(※2)やそれらの事業につながる啓発としての読書通帳(※3)の配布等を継続し、

家庭に働きかけていくことが大切です。新たに開始した「丸亀市電子図書館」の運用に伴い、

図書が身近にない場合でも電子図書を使って読書ができるようなりました。いつでもどこで

も誰でも読むことができる電子図書館を普及させることは、うちどく(家読)の推進において

も欠かすことができない課題となります。 
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Ⅲ-１ 学校図書館の機能の充実  

  学校図書館活用計画を作成し、学校図書館が｢学習センター｣・｢情報センター｣と 

しての機能が十分果たせるように努め、子どもの主体的・意欲的な学習活動や読書 

活動を推進します。また、県立図書館や市立図書館及び学校間の連携により、資料の 

積極的な相互利用を図り、司書教諭及び学校司書に対する研修内容を工夫し、知識や 

経験の蓄積を共有するなど一層のスキルアップに努めます。 

 

学校図書館が「読書センター」、「学習・情報センター」としての機能を果たすため、丸亀市

では市内の小中学校に学校司書を全校配置し司書教諭等とともに、学校図書館を計画的に利

用し、児童生徒の学習活動や読書活動が充実するよう努めています。丸亀市の学校図書館活

用計画の作成については、学校教育課が基準を作成したことにより、小学校が 87.5％と徐々

にその達成率が上がってきていますが、中学校では 33.3％にとどまっており、子どもの主体

的・意欲的な学習活動や読書活動の推進を図るためにも、学校図書館活用計画を作成し、計

画的に学校図書館を活用していくよう働きかけていくことが必要です。 

また学校図書館図書標準(※4)の達成率は、小学校が 87.5％、中学校が 50.0％の達成率とな

っており、小学校ではほとんどの学校がその基準を達成していますが、中学校では半数の学

校が標準を達成できていない状況です。学校図書館の資料を有効に活用していくためには、

児童生徒とコミュニケーションをとりながら意見を取り入れつつ長期的な視点を持った蔵書

の管理や更新が欠かせません。また学校図書館資料の充実については、県立図書館の木守り

文庫や市立図書館との連携・協力による団体貸出の利用や学校回送業務をなお一層活用して

いくことも考えていかなければなりません。引き続き学校司書の全校配置を行いながら、学

校司書や司書教諭のスキルアップを図ることができるよう、各学校図書館での優れた実践事
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き課題です。また、電子図書館が普及することにより、読書に対して様々な障害がある方が

どなたでも読書を親しむことができる読書バリアフリーな読書環境が期待できます。 

地域においては、図書館の三館連携事業として、読み聞かせに興味や関心がある方を対象

に絵本の読み聞かせ講座を令和 4 年度から実施しています。家庭やボランティア活動での読

み聞かせに役立つ絵本の紹介や実践的な講座として好評を得ています。またコミュニティセ

ンター図書室が継続して本を活用しやすくするために、図書館が環境整備の支援を行い、地

域での読書機会の増加につながるよう努めています。 

 今後も、図書館は、家庭、地域、学校をつなぐキーステーションとして、子どもの読書活動

の推進のため、様々な施策に取り組んでいく必要があります。 
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＜用語解説＞ 

 (※1)ブックスタート事業 

子どもの成長に応じて多くの本と出会い、楽しく子育てできる環境を作っていく活動で、

３か月検診の際に赤ちゃんとその保護者を対象に絵本の楽しさを伝え、絵本を 1 冊と読み聞

かせのブックレット等をプレゼントしています。（平成 15 年開始） 

(※2)セカンドブック事業 

ブックスタート事業から引き続いて効果を向上させるための事業として、小学校入学前の

5歳児を対象に、おすすめの絵本の中から好きな本を 1冊選んでプレゼントしています。 

（平成 24 年開始） 

(※3)読書通帳 

ブックスタート・セカンドブック事業に続き、読書を習慣化するために市内小学 4 年生全

員に配付するとともに、各図書館でも広く配布しています。通帳型で読書記録が 50 冊分記入

でき、3つの星印でお気に入り評価ができます。（平成 29 年開始） 

(※4)学校図書館図書標準 

公立の義務教育諸学校において学校図書館の図書の整備を図る目標として、学校規模に応

じた標準冊数を定めたもの。 
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例や情報提供を相互に行える情報交流の場を設け、研修機会を提供し研修に参加できる体制

づくりが求められます。 

アンケート調査による学校図書館の利用状況は、小学校低学年では 80％以上を占めていま

すが、高学年になると 67.5％、中学生は 22.1％、高校生では 13.4％と、学年が上がるにつれ

てその利用が低くなっています。学校図書館に行かない理由として、中学生では忙しくて図

書館を利用する時間がないという意見が 31.4％と最も高く、高校生では読みたい本がないと

いう意見も 23.6％あります。1 か月に 1 冊も本を読まない不読率は、乳幼児から小学生まで

は 5％以下に対して中学生が 40.1％、高校生で 50.4％となっており、身近な学校図書館の利

用減少が、不読率の増加につながっていると考えられます。しかしながら、中学生や高校生

の電子図書での読書については、中学生が 43.5％、高校生が 46.3％とほぼ半数が電子図書で

の読書を利用しています。読まれているジャンルはマンガや雑誌が半数を占めるものの、オ

ンライン小説等の読書も 25％を占めており、中学生や高校生は本以外の形態でも、読書をし

ていることがわかります。令和 7 年３月に新たに運用を開始した「丸亀市電子図書館」を魅

力ある電子図書を増やし、周知・普及させていくことで中学生や高校生の不読率を減らして

いくことが課題です。 
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例や情報提供を相互に行える情報交流の場を設け、研修機会を提供し研修に参加できる体制
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22  施施策策のの取取組組  

ⅠⅠ  家家庭庭ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進  

 

    

  子どもが本に親しむきっかけをつくり、読書習慣を身に付けていくためには、 

家庭の役割は重要です。乳幼児にとっての読書は、主に保護者などによる読み聞

かせであり、繰り返し絵本を読んでもらうことによって、保護者の愛情を感じな

がら、読書の楽しさや喜びを知ることができるとともに、親子の心のつながりが

深まるなど、子どもの成長に良い影響を与えます。 

まず、保護者が本の読み聞かせや読書の楽しさ、大切さについて理解を深め、

保護者自身が読書に親しみ、読み聞かせをしたり、子どもと一緒に本を読んだ

り、図書館に出向いたりするなど、読書の楽しみを共有しましょう。 

 

 

 

○○ううちちどどくく（（家家読読））のの推推進進  

家庭で本に親しみ読書の楽しみを共有できるよう、うちどく(家読)のきっかけづくり

としてブックスタート事業及びセカンドブック事業を継続します。年齢に応じた絵本を

子どもに届け家庭で身近に本がある環境を整備し、家族とふれあう時間や楽しく読書習

慣を身に付ける機会を提供します。また子育て支援にかかわる機関等と連携し、子ども

と保護者が一緒に楽しめるようなおはなし会等の行事の充実を図り、保護者への子ども

の読書活動の大切さについての啓発を推進します。新たに運用が開始した「丸亀市電子

図書館」においては、 “いつでも、誰でも、どこでも使える図書館”として、親子が気軽

に利用することができるツールとなるよう周知します。 

 

家家庭庭のの役役割割    

家家庭庭ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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第第 33 章章  子子どどもものの自自主主的的なな読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの方方策策  

  

 子どもの自主的な読書活動を推進していくために、家庭、地域、学校等がその役割を明確

にし、それぞれが主体となった社会全体での取組の実施に向け、施策を体系化します。 

 また、より効果的な推進を図るため、具体的施策を実施します。 

  

11  施施策策のの体体系系  
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Ⅱ 地域における 

読書活動の推進 

〇キーステーションとしての市立図書館の充実 

Ⅲ 学校等における 

読書活動の推進 

〇発達段階に応じた読書環境の整備 
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・おはなし会等の開催 
・電子図書館の利用 

・地域資料の収集、保存及び活用 
・生涯学習施設等との連携 
・すべての子どもが読書に親しめる環境の整備 
・電子図書館の充実 

【幼稚園・保育所（園）・こども園】 
・絵本等の読み聞かせの充実 
・家庭での読み聞かせ支援 
・図書館との連携 

【学校（小・中・高等学校】 
・学校図書館機能の充実 
・学校図書館の資料の充実 
・学校司書の全館配置・充実 
・電子図書館の活用 
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成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

おはなし会等の参加者数  742 人  800 人 

児童書の貸出冊数（個人への貸出） 239,970 冊 242,000 冊 

 

・・電電子子図図書書館館のの利利用用  

  新たに運用が開始した「丸亀市電子図書館」を広く市民に利用してもらうため、広報

等による周知や時機をとらえた広報活動を実施します。 

 (主な取組) 

●図書館の利用方法やその活用方法について電子図書館も含めて周知 

●マルタス等を活用した、電子図書館の使い方講座の実施 

（ 関連部署：秘書課、地域づくり課、図書館 ） 
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・・ブブッッククススタターートト事事業業及及びびセセカカンンドドブブッックク事事業業のの継継続続  

絵本を通じて保護者と幼児が楽しくふれあう機会をもてるよう、ブックスタート事

業及びセカンドブック事業を継続して実施します。また子育て支援に関わる機関との

連携を図り、家庭で読書に親しむことができるように努めます。 

(主な取組) 

●ブックスタート事業及びセカンドブック事業の実施及び検証 

●乳児期からの絵本の読み聞かせの大切さについての啓発 

●子育て関連施設等への団体貸出 

（ 関連部署：健康課、幼保運営課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

セカンドブック（配布率） ８１．４％ ９０．０％ 

子育て関連施設等への団体貸出 14 団体 20 団体 

 

・・おおははななしし会会等等のの開開催催  

子どもと保護者が一緒に楽しめるような｢おはなし会｣等の行事の充実を図り、保護

者に子どもの読書活動の大切さを伝え、家族で読書に親しめるように働きかけます。 

(主な取組) 

●子どもと保護者が楽しめるような行事の開催 

●読み聞かせの際におすすめする図書リストの作成 

（ 関連部署：人権課、子育て支援課、幼保運営課、地域づくり課、図書館 ） 
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・・地地域域資資料料のの収収集集とと保保存存及及びび活活用用  

  郷土の歴史や文化を知り、地域に愛着と誇りを持つ子どもに育てるために、地域に

関する資料を広く収集、保存し、電子図書館の地域資料としてデジタル化し活用でき

るように努めます。また行政資料については、作成する各課に周知し、作成した資料が

図書館で収集、保存、活用できるように努めます。 

(主な取組) 

●地域資料の収集と保存及び活用 

●地域資料の電子図書館での活用 

（ 関連部署：図書館、全課 ） 

 

・・生生涯涯学学習習施施設設等等ととのの連連携携  

  児童館、青い鳥教室、コミュニティセンターへの団体貸出制度や移動図書館車の巡

回サービス等を利用し、身近に図書館がない子どもたちの読書環境の整備に努めます。 

(主な取組) 

●地域の子育てに関連する施設や生涯学習施設等への団体貸出制度の活用及び移動 

図書館車の巡回サービスの維持 

●コミュニティセンター図書室の環境整備の支援 

（ 関連部署：子育て支援課、幼保運営課、地域づくり課、まなび文化課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

児童書の貸出冊数（団体への貸出） 50,837 冊 53,000 冊 
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ⅡⅡ  地地域域ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進  

 

    

  子どもにとって多くの本と出会い、読書の楽しさを知り、情報を収集する場 

である図書館は、地域における子どもの読書活動の推進の要であり、中心的な 

役割が期待されています。児童館、コミュニティセンター、放課後留守家庭児 

童会（青い鳥教室）、地域の子育て関連施設、市民交流活動センター(マルタス) 

や生涯学習施設等が連携し、子どもが学校外で本と出会い、読書への関心を 

深め読書が楽しめる拠点となるような環境の整備に努めます。 

図書館では、専門的職員である司書を配置し、様々な資料の収集や保存に 

努めるとともに、すべての子どもが本にふれあい、主体的に読書に親しめる 

ように、子どもの目線で利用しやすい環境を整備します。 

また地域におけるボランティア団体等、子どもに関わる様々な人々と連携・ 

 協働し、子どもの読書活動の推進に努めます。 

 

 

  

○○キキーースステテーーシショョンンととししててのの図図書書館館のの充充実実  

図書館は、家庭、地域、学校等における読書活動を推進する上でキーステーション(重

要な拠点)としての役割を担います。すべての子どもの多様なニーズに応えられるように

専門的職員である司書の十分な人数確保やその資質向上に努めるとともに、図書館資料

を整備し、地域資料の収集と保存及びその活用を図ります。新たに運用が開始した「丸亀

市電子図書館」においては、アクセシブルな資料の収集や読書活動、調べ学習に対応でき

るような資料の収集に努め、学校での電子図書館の活用について検討します。また子ど

もの居場所としての図書館の役割を果たすとともに、子どもの読書活動の推進にかかわ

る機関との連携を図り、子どもの読書環境の整備に努めます。 

地地域域のの役役割割    

地地域域ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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  郷土の歴史や文化を知り、地域に愛着と誇りを持つ子どもに育てるために、地域に

関する資料を広く収集、保存し、電子図書館の地域資料としてデジタル化し活用でき

るように努めます。また行政資料については、作成する各課に周知し、作成した資料が

図書館で収集、保存、活用できるように努めます。 

(主な取組) 

●地域資料の収集と保存及び活用 

●地域資料の電子図書館での活用 

（ 関連部署：図書館、全課 ） 

 

・・生生涯涯学学習習施施設設等等ととのの連連携携  

  児童館、青い鳥教室、コミュニティセンターへの団体貸出制度や移動図書館車の巡

回サービス等を利用し、身近に図書館がない子どもたちの読書環境の整備に努めます。 

(主な取組) 

●地域の子育てに関連する施設や生涯学習施設等への団体貸出制度の活用及び移動 

図書館車の巡回サービスの維持 

●コミュニティセンター図書室の環境整備の支援 

（ 関連部署：子育て支援課、幼保運営課、地域づくり課、まなび文化課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

児童書の貸出冊数（団体への貸出） 50,837 冊 53,000 冊 
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ⅡⅡ  地地域域ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進  

 

    

  子どもにとって多くの本と出会い、読書の楽しさを知り、情報を収集する場 

である図書館は、地域における子どもの読書活動の推進の要であり、中心的な 

役割が期待されています。児童館、コミュニティセンター、放課後留守家庭児 

童会（青い鳥教室）、地域の子育て関連施設、市民交流活動センター(マルタス) 

や生涯学習施設等が連携し、子どもが学校外で本と出会い、読書への関心を 

深め読書が楽しめる拠点となるような環境の整備に努めます。 

図書館では、専門的職員である司書を配置し、様々な資料の収集や保存に 

努めるとともに、すべての子どもが本にふれあい、主体的に読書に親しめる 

ように、子どもの目線で利用しやすい環境を整備します。 

また地域におけるボランティア団体等、子どもに関わる様々な人々と連携・ 

 協働し、子どもの読書活動の推進に努めます。 

 

 

  

○○キキーースステテーーシショョンンととししててのの図図書書館館のの充充実実  

図書館は、家庭、地域、学校等における読書活動を推進する上でキーステーション(重

要な拠点)としての役割を担います。すべての子どもの多様なニーズに応えられるように

専門的職員である司書の十分な人数確保やその資質向上に努めるとともに、図書館資料

を整備し、地域資料の収集と保存及びその活用を図ります。新たに運用が開始した「丸亀

市電子図書館」においては、アクセシブルな資料の収集や読書活動、調べ学習に対応でき

るような資料の収集に努め、学校での電子図書館の活用について検討します。また子ど

もの居場所としての図書館の役割を果たすとともに、子どもの読書活動の推進にかかわ

る機関との連携を図り、子どもの読書環境の整備に努めます。 

地地域域のの役役割割    

地地域域ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

電子図書館の利用者数(ログイン数) － 2,500 人 

中学生・高校生の電子図書館の利用者

数(ログイン数) 
－ 200 人 
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・・すすべべててのの子子どどももがが読読書書にに親親ししめめるる環環境境のの整整備備  

すべての子どもが本にふれあい主体的に読書に親しめるように、子どもの目線で利

用しやすい環境を整備し、読書バリアフリー法を踏まえたアクセシブルな資料を収集

し提供できるように努めます。 

(主な取組) 

●ＬＬブック、大活字本、点字図書、外国語の絵本や資料の収集 

●バリアフリー絵本等リストの作成及び提供 

（ 関連部署：幼保運営課、学校教育課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

アクセシブルな資料の収集 

点字絵本   232 冊 

点訳図書   288 冊 

外国語図書 3,340 冊 

LL ﾌﾞｯｸ     72 冊 

充実 

 

・・電電子子図図書書館館のの充充実実  

新たに運用を開始した「丸亀市電子図書館」においては、アクセシブルな資料や魅

力ある電子図書を精選し、読書に困難のある子どもや図書館に来館することが難しい

中学生や高校生が読書に親しむことができる環境の整備に努めます。 

(主な取組) 

●アクセシブルな資料や魅力ある電子図書の精選 

●電子図書館における特集コーナーの作成 

（ 関連部署：図書館 ） 
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成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

電子図書館の利用者数(ログイン数) － 2,500 人 

中学生・高校生の電子図書館の利用者

数(ログイン数) 
－ 200 人 
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・・すすべべててのの子子どどももがが読読書書にに親親ししめめるる環環境境のの整整備備  

すべての子どもが本にふれあい主体的に読書に親しめるように、子どもの目線で利

用しやすい環境を整備し、読書バリアフリー法を踏まえたアクセシブルな資料を収集

し提供できるように努めます。 

(主な取組) 

●ＬＬブック、大活字本、点字図書、外国語の絵本や資料の収集 

●バリアフリー絵本等リストの作成及び提供 

（ 関連部署：幼保運営課、学校教育課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

アクセシブルな資料の収集 

点字絵本   232 冊 

点訳図書   288 冊 

外国語図書 3,340 冊 

LL ﾌﾞｯｸ     72 冊 

充実 

 

・・電電子子図図書書館館のの充充実実  

新たに運用を開始した「丸亀市電子図書館」においては、アクセシブルな資料や魅

力ある電子図書を精選し、読書に困難のある子どもや図書館に来館することが難しい

中学生や高校生が読書に親しむことができる環境の整備に努めます。 

(主な取組) 

●アクセシブルな資料や魅力ある電子図書の精選 

●電子図書館における特集コーナーの作成 

（ 関連部署：図書館 ） 
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・・絵絵本本等等のの読読みみ聞聞かかせせのの充充実実  

  子どもが絵本や物語に興味をもち、想像を豊かに広げられるよう、題材選びや指導

方法の工夫、集団で楽しめる雰囲気づくりに努めます。また、本の部屋や保育室、廊下

などに本のコーナーを設けるなど、子どもが身近なところで安心して本に親しむこと

ができるような環境を整備します。 

(主な取組) 

●子ども一人ひとりの発達段階に応じた絵本の読み聞かせの実施 

●誰もが利用しやすい本のコーナーづくり 

●絵本の題材選びや指導方法の参考になる資料等の収集 

●大型絵本リストなど読み聞かせの参考になるリストの提供 

（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

発達段階に応じた読み聞かせの実施 １００％ １００％ 

発達段階に応じた読み聞かせの工夫 １００％ １００％ 

 

・・家家庭庭ででのの読読みみ聞聞かかせせ支支援援  

  家庭教育講座、保育参観などを通じて、乳幼児期に本に親しむことの大切さを保護

者に知らせるとともに、親子のふれあいを大切にした家庭での本の読み聞かせの機会

の拡充に努めます。また幼稚園、保育所（園）、認定こども園での家庭への本の貸出や、

ブックリストを作成し本の紹介や展示を行い家庭における読書活動の推進を図ります。 
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ⅢⅢ  学学校校等等ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進  

 

    

  乳幼児期は豊かな感性をはぐくむ時期であり、絵本や物語等に親しむ体験が 

大切です。 

幼稚園・保育所（園）・認定こども園では、成長段階にあった絵本や物語の 

読み聞かせを毎日行っています。それは子どもにとって、楽しく温かい時間で 

あるとともに、絵本の楽しさを知り、絵本に興味を持つきっかけとなります。 

保護者自身が子どもに読み聞かせる喜びや、読書の楽しさを親子で味わい、 

読み聞かせの大切さを実感できる機会の提供に努めます。 

 

 

  

○○発発達達段段階階にに応応じじたた読読書書環環境境のの整整備備  

子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するためには、乳児

期からの発達段階に応じた読書活動が重要です。多様な子どもが絵本の楽しさを知り、

興味を持つことができるよう子どもの成長段階に応じた絵本を選定する等、子どもの発

達に合わせた読み聞かせを実施し、子どもが身近なところで安心して本に親しむことが

できるような環境整備に努めます。また家庭で親子が本に親しむことができるよう、子

どもへの読み聞かせの意義を啓発、周知するとともに読み聞かせの参考になる絵本の紹

介や家庭に貸出できる本の整備を行い、家庭での読み聞かせが充実するよう支援します。

図書館の団体貸出制度の活用や子どもが移動図書館車の絵本に触れる機会を設ける等、

図書館と連携した読書環境の整備に努めます。 

 

 

幼幼稚稚園園・・保保育育所所（（園園））・・認認定定ここどどもも園園のの役役割割    

幼幼稚稚園園・・保保育育所所（（園園））・・認認定定ここどどもも園園ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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・・絵絵本本等等のの読読みみ聞聞かかせせのの充充実実  

  子どもが絵本や物語に興味をもち、想像を豊かに広げられるよう、題材選びや指導

方法の工夫、集団で楽しめる雰囲気づくりに努めます。また、本の部屋や保育室、廊下

などに本のコーナーを設けるなど、子どもが身近なところで安心して本に親しむこと

ができるような環境を整備します。 

(主な取組) 

●子ども一人ひとりの発達段階に応じた絵本の読み聞かせの実施 

●誰もが利用しやすい本のコーナーづくり 

●絵本の題材選びや指導方法の参考になる資料等の収集 

●大型絵本リストなど読み聞かせの参考になるリストの提供 

（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

発達段階に応じた読み聞かせの実施 １００％ １００％ 

発達段階に応じた読み聞かせの工夫 １００％ １００％ 

 

・・家家庭庭ででのの読読みみ聞聞かかせせ支支援援  

  家庭教育講座、保育参観などを通じて、乳幼児期に本に親しむことの大切さを保護

者に知らせるとともに、親子のふれあいを大切にした家庭での本の読み聞かせの機会

の拡充に努めます。また幼稚園、保育所（園）、認定こども園での家庭への本の貸出や、

ブックリストを作成し本の紹介や展示を行い家庭における読書活動の推進を図ります。 
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ⅢⅢ  学学校校等等ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進  

 

    

  乳幼児期は豊かな感性をはぐくむ時期であり、絵本や物語等に親しむ体験が 

大切です。 

幼稚園・保育所（園）・認定こども園では、成長段階にあった絵本や物語の 

読み聞かせを毎日行っています。それは子どもにとって、楽しく温かい時間で 

あるとともに、絵本の楽しさを知り、絵本に興味を持つきっかけとなります。 

保護者自身が子どもに読み聞かせる喜びや、読書の楽しさを親子で味わい、 

読み聞かせの大切さを実感できる機会の提供に努めます。 

 

 

  

○○発発達達段段階階にに応応じじたた読読書書環環境境のの整整備備  

子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するためには、乳児

期からの発達段階に応じた読書活動が重要です。多様な子どもが絵本の楽しさを知り、

興味を持つことができるよう子どもの成長段階に応じた絵本を選定する等、子どもの発

達に合わせた読み聞かせを実施し、子どもが身近なところで安心して本に親しむことが

できるような環境整備に努めます。また家庭で親子が本に親しむことができるよう、子

どもへの読み聞かせの意義を啓発、周知するとともに読み聞かせの参考になる絵本の紹

介や家庭に貸出できる本の整備を行い、家庭での読み聞かせが充実するよう支援します。

図書館の団体貸出制度の活用や子どもが移動図書館車の絵本に触れる機会を設ける等、

図書館と連携した読書環境の整備に努めます。 

 

 

幼幼稚稚園園・・保保育育所所（（園園））・・認認定定ここどどもも園園のの役役割割    

幼幼稚稚園園・・保保育育所所（（園園））・・認認定定ここどどもも園園ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園への

団体貸出冊数 

（移動図書館車の巡回等含む） 

46,171 冊 

うち移動図書館車 

42,276 冊 

48,000 冊 

うち移動図書館車 

44,000 冊 

図書館への施設見学 ５回 ８回 
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(主な取組) 

●家庭教育講座、保育参観等での保護者への啓発 

●図書リストの作成等、読み聞かせにおすすめする本の紹介 

●園所への貸出本等の整備の支援 

（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

本の貸出 
５３.7％ ７０.０％ 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

リストの作成や本の紹介 
１７.１％ ３０.０％ 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

本の紹介 
６１.０％ ７０.０％ 

 

・・図図書書館館ととのの連連携携  

図書館と連携し、団体貸出制度や移動図書館車の巡回サービスを積極的に活用する

ことで、子どもが読みたい本や読み聞かせを行う絵本等の充実を図ります。また子ど

もが図書館に行くことでたくさんの本にふれ、おはなし会を体験する機会を提供しま

す。 

(主な取組) 

●図書館の団体貸出制度の周知及び移動図書館車の利用促進 

●図書館のリユース本の提供 

●本のコーティングや補強、修理方法の講座 

●図書館への施設見学(自由読書、おはなし会) 
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（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 
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（移動図書館車の巡回等含む） 
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うち移動図書館車 
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図書館への施設見学 ５回 ８回 
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(主な取組) 

●家庭教育講座、保育参観等での保護者への啓発 

●図書リストの作成等、読み聞かせにおすすめする本の紹介 

●園所への貸出本等の整備の支援 

（ 関連部署：幼保運営課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

本の貸出 
５３.7％ ７０.０％ 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

リストの作成や本の紹介 
１７.１％ ３０.０％ 

幼稚園、保育所(園)、認定こども園での

本の紹介 
６１.０％ ７０.０％ 

 

・・図図書書館館ととのの連連携携  

図書館と連携し、団体貸出制度や移動図書館車の巡回サービスを積極的に活用する

ことで、子どもが読みたい本や読み聞かせを行う絵本等の充実を図ります。また子ど

もが図書館に行くことでたくさんの本にふれ、おはなし会を体験する機会を提供しま

す。 

(主な取組) 

●図書館の団体貸出制度の周知及び移動図書館車の利用促進 

●図書館のリユース本の提供 

●本のコーティングや補強、修理方法の講座 

●図書館への施設見学(自由読書、おはなし会) 
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習活動の充実を図ります。社会の変化を踏まえた正しい情報に触れることができるよう、

学校図書館資料の計画的な整備を行い、地域の図書館と連携し様々な制度を活用するこ

とで資料の充実を図ります。「丸亀市電子図書館」の一斉読書での活用を含め、タブレッ

トを利用した学校での読書活動や調べ学習に対応できるような環境整備に努めます。 

 

・・学学校校図図書書館館機機能能のの充充実実  

  学校図書館がその機能を十分に発揮し、各教科における探究的な学習などの様々な

学習活動の役に立つように教職員と学校司書が協力して計画的に学校図書館を活用し、

子どもの主体的、意欲的な学習活動の充実を図り、情報活用能力の育成に努めます。ま

た多様な背景をもつ子どもの読書や学習機会を確保し、居場所となるよう努めます。 

(主な取組) 

●学校図書館活用計画の作成 

●教職員間での連携や学校図書館活用についての周知 

●児童生徒による自主的な活動の推進 

●図書の配架や図書の紹介の工夫、読書スペースの整備 

●学校司書間での他校の参考となる活用事例についての情報共有 

（ 関連部署：学校教育課 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

学校図書館活用計画の作成率 

68.0％ 

小学校(14 校/16 校) 

中学校（3 校/9 校） 

88.8％ 

小学校(17 校/17 校) 

中学校（7 校/10 校） 
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 子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を育てるために、 

学校はかけがえのない大きな役割を担っています。学習指導要領では、学校 

図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童生徒の主体的、対話的で 

深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに、児童生徒の自主的・自発 

的な学習活動や読書活動を充実することが示されています。そこで、学校では、 

子どもが自由に読書を楽しみ、読書の幅を広げられるように、様々な興味や 

関心に応える魅力的な学校図書館を整備し、広報活動などを推進して、子ども 

の読書意欲を高める適切な支援が行えるように努めます。 

また、各教科における探究的な学習などの多彩な学習活動の場面で、子ども 

が主体的に意欲をもって学べるように、教職員と学校司書が協働して計画的に 

学校図書館活用を推進します。 

学校は、学校図書館の読書センター、学習センター、情報センターとしての 

機能をより一層充実し、子どもの発達段階に応じた体系的な読書指導を展開 

して読書の質を高めるとともに、子どもの居場所としての学校図書館の役割も 

十分担えるように、子どもの心に寄り添う温かい雰囲気に満ちた学校図書館の 

運営に努めます。 

 

 

 

○○発発達達段段階階にに応応じじたた読読書書環環境境のの整整備備  

子どもの発達段階に応じた豊かな読書経験の機会を充実していくために学校図書館が

その機能を十分に発揮し、子どもの多様な興味・関心に応え、探究的な学習などの様々な

学習活動に役立つよう、引き続き学校司書の全校配置を継続します。また子どもが学校

図書館を積極的に利用し読書活動を進めていくことができるよう、学校図書館活用計画

を作成し、子どもの主体的、意欲的な読書活動や資料を活用した情報の収集活用等の学

小小学学校校・・中中学学校校のの役役割割    

小小学学校校・・中中学学校校ににおおけけるる読読書書活活動動のの推推進進ののたためめのの取取組組    
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学校図書館図書標準の達成率 

77.3％ 

小学校(17 校/17 校) 

中学校（３校/６校） 

100％ 

小学校(17 校/17 校) 

中学校（７校/７校） 

 

・・学学校校司司書書のの全全校校配配置置、、充充実実  

  子どもの豊かな読書経験の機会を充実させ、子どもの多様な興味・関心に応えるこ

とができるよう、今後も学校司書を全校配置し、研修等を実施しそのスキルを高める

ことができるように努めます。また各学校における校内研修や研究会を通じて教職員

間の連携や理解を促し、学校間の情報交換や研究協議を行うことにより、司書教諭、学

校司書をはじめとする学校関係者の意識の高揚を図ります。 

(主な取組) 

●学校司書の全校配置の維持 

●学校司書の研修会の実施 

●教職員間での校内研修等による学校図書館活用への共有認識 

（ 関連部署：学校教育課 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

学校司書の全校配置 

９２.０％ 

小学校(16 校/16 校) 

中学校（7 校/9 校） 

９２.5％ 

小学校(17 校/17 校) 

中学校（8 校/10 校） 

  

・・電電子子図図書書館館のの活活用用  

  新たに運用が開始した「丸亀市電子図書館」では、児童生徒向けに何人でも同時に読

むことができる「読み放題パック」を導入しました。読み放題パックの電子図書を利用
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児童生徒による図書館運営 

（ＰＯＰづくりや本の紹介など） 

84.0％ 

小学校(15 校/16 校) 

中学校（6 校/9 校） 

88.8％ 

小学校(17 校/17 校) 

中学校（7 校/10 校） 

 

・・学学校校図図書書館館のの資資料料のの充充実実  

  子どもが自由に読書を楽しみ読書の幅を広げ、子どもの多様な興味・関心に応える

魅力的な学校図書館となるよう図書、新聞、視聴覚資料、電子資料等の計画的な整備に

努め、学校図書館図書標準の達成を目指します。 

(主な取組) 

●計画的な資料購入と除籍 

●地域の図書館の団体貸出、学校回送の活用 

●リユース図書の活用 

●アクセシブルな資料の収集、紹介、提供 

（ 関連部署：学校教育課、図書館 ） 

成果指標 (公立学校のみ) 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

小学校の学校図書館の貸出冊数 

小学校 (16 校) 

452,197 冊 

一人当たり 77.1 冊 

小学校 (17 校) 

460,000 冊 

一人当たり 85 冊 

中学校の学校図書館の貸出冊数 

中学校 (６校) 

15,837 冊 

一人当たり 6.6 冊 

中学校 (7 校) 

18,000 冊 

一人当たり 10 冊 

小学校、中学校への団体貸出 

（学校回送利用等含む） 

４,０４８冊 

うち学校回送 

２,６７２冊 

４,５００冊 

うち学校回送 

３,０００冊 
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資資  料料                                                                        

子子どどもものの読読書書活活動動にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果  

ⅠⅠ  調調査査のの概概要要  

１１  調調査査のの目目的的 

第 5 次丸亀市子ども読書活動推進計画策定の参考とするため。 

２２  調調査査方方法法  

((11))調調査査対対象象 

  市内幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小学校、中学校、高等学校に通う乳幼児・

児童生徒から、地域及び児童生徒等の人数のバランスを考慮して抽出。 

((22))調調査査人人数数  

  １，６６６人 有効調査票：１，４９８票（回収率 89.9％） 

  －内訳－  乳幼児（０～５歳）  ４２３人（７保育所、１幼稚園、10 こども園） 

        小学生（１～３年生） ２６２人（５校） 

        小学生（４～６年生） ２７７人（３校） 

        中学生        ２５３人（４校） 

        高校生        ２８３人（３校） 

((33))調調査査時時期期及及びび実実施施方方法法  

  令和６年 11 月 22 日（金）～12 月 6 日（金） 

小学 3 年生以下は保護者が回答、小学 4 年生以上は本人が回答。 

３３  報報告告書書のの見見方方  

(1) 回答率（％）は、その質問の回答者数を基数（N=Number of case の略）として算出

し、小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、比率の数値の合計が

100.0％ちょうどにならない場合があります。 

(2) 複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

(3) 本市における平成 27 年と令和元年の実態調査との比較を行っています。 

※丸亀市電子図書館については、今回のアンケート調査には含まれていません。（令和 7 年 3 月 1 日開始） 
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することで、クラス全員が同時に同じ電子図書を閲覧することができます。電子図書

館を活用し、子どもが休憩時間や読書活動の時間等に、自由に読書ができるよう環境

整備に努めます。また調べ学習の手法のひとつとして、電子図書館の活用について検

討します。 

(主な取組) 

●電子図書館を利用した読書活動の推進 

●電子図書館の調べ学習への活用の検討 

（ 関連部署：学校教育課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

学校での電子図書の活用 － 実施 

  

  
33  施施策策のの推推進進  

((11)) 計計画画のの進進行行管管理理  

 本計画に基づく取組を効果的に推進していくため、関係機関と連携・協力します。また、

実施計画について、子ども読書活動推進協議会において目標の設定・評価を行う等、定期的

な進行管理を行います。 

((22)) 財財政政上上のの措措置置  

 本計画で掲げられた各種施策を実現するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めると

ともに、国、県等の補助制度について調査研究をし、優先的に財源の確保を図ります。 
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資資  料料                                                                        

子子どどもものの読読書書活活動動にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査結結果果  

ⅠⅠ  調調査査のの概概要要  

１１  調調査査のの目目的的 

第 5 次丸亀市子ども読書活動推進計画策定の参考とするため。 

２２  調調査査方方法法  

((11))調調査査対対象象 

  市内幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小学校、中学校、高等学校に通う乳幼児・

児童生徒から、地域及び児童生徒等の人数のバランスを考慮して抽出。 

((22))調調査査人人数数  

  １，６６６人 有効調査票：１，４９８票（回収率 89.9％） 

  －内訳－  乳幼児（０～５歳）  ４２３人（７保育所、１幼稚園、10 こども園） 

        小学生（１～３年生） ２６２人（５校） 

        小学生（４～６年生） ２７７人（３校） 

        中学生        ２５３人（４校） 

        高校生        ２８３人（３校） 

((33))調調査査時時期期及及びび実実施施方方法法  

  令和６年 11 月 22 日（金）～12 月 6 日（金） 

小学 3 年生以下は保護者が回答、小学 4 年生以上は本人が回答。 

３３  報報告告書書のの見見方方  

(1) 回答率（％）は、その質問の回答者数を基数（N=Number of case の略）として算出

し、小数点以下第２位を四捨五入しています。したがって、比率の数値の合計が

100.0％ちょうどにならない場合があります。 

(2) 複数回答の設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

(3) 本市における平成 27 年と令和元年の実態調査との比較を行っています。 

※丸亀市電子図書館については、今回のアンケート調査には含まれていません。（令和 7 年 3 月 1 日開始） 

- 27 - 
 

することで、クラス全員が同時に同じ電子図書を閲覧することができます。電子図書

館を活用し、子どもが休憩時間や読書活動の時間等に、自由に読書ができるよう環境

整備に努めます。また調べ学習の手法のひとつとして、電子図書館の活用について検

討します。 

(主な取組) 

●電子図書館を利用した読書活動の推進 

●電子図書館の調べ学習への活用の検討 

（ 関連部署：学校教育課、図書館 ） 

成果指標 

指標項目 
実績 

(令和６年度) 

目標 

(令和 12 年度) 

学校での電子図書の活用 － 実施 

  

  
33  施施策策のの推推進進  

((11)) 計計画画のの進進行行管管理理  

 本計画に基づく取組を効果的に推進していくため、関係機関と連携・協力します。また、

実施計画について、子ども読書活動推進協議会において目標の設定・評価を行う等、定期的

な進行管理を行います。 

((22)) 財財政政上上のの措措置置  

 本計画で掲げられた各種施策を実現するため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めると

ともに、国、県等の補助制度について調査研究をし、優先的に財源の確保を図ります。 
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２ １か月間の読書量について 

 

 子どもの１か月の読書量については、小学校高学年まで月に「７冊以上」本を読んでいる

と回答した人が最も多く、また８割以上が３冊以上本を読んでいると回答している。一方、

中学生では 40.1％、高校生では 50.4％が｢０冊｣と回答している。 
◇ 不読率の経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

前回と比較すると１か月の読書量が｢０冊｣と回答した人は、小学校低学年のみ多くなって

いる。しかしながら中学生では約 40％、高校生では約 50％と不読率が減少している。 
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00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%%

高高校校生生

中中学学生生

小小学学校校高高学学年年

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児
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小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝225588））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

00冊冊 11～～22冊冊 33～～66冊冊 77冊冊以以上上
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ⅡⅡ  調調査査結結果果  

 

１ 読書（絵本の読み聞かせ）について 

 

 本を読んだり、絵本等の読み聞かせについては、小学生高学年までは『好き』（｢好き｣｢ど

ちらかといえば好き｣を合わせた割合）との回答が約 8 割を占めている。 
 

 

◇ 経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

本を読んだり、絵本等の読み聞かせについて『好き』『どちらかといえば好き』との回答

は前回と比較し、小学生高学年では 5.2%高くなっているが、高校生では、6.3％低くなって

いる。 
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乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

好好きき どどちちららかかとといいええばば好好きき どどちちららかかとといいええばば嫌嫌いい 嫌嫌いい 無無回回答答
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２ １か月間の読書量について 

 

 子どもの１か月の読書量については、小学校高学年まで月に「７冊以上」本を読んでいる

と回答した人が最も多く、また８割以上が３冊以上本を読んでいると回答している。一方、

中学生では 40.1％、高校生では 50.4％が｢０冊｣と回答している。 
◇ 不読率の経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

前回と比較すると１か月の読書量が｢０冊｣と回答した人は、小学校低学年のみ多くなって

いる。しかしながら中学生では約 40％、高校生では約 50％と不読率が減少している。 
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ⅡⅡ  調調査査結結果果  

 

１ 読書（絵本の読み聞かせ）について 

 

 本を読んだり、絵本等の読み聞かせについては、小学生高学年までは『好き』（｢好き｣｢ど

ちらかといえば好き｣を合わせた割合）との回答が約 8 割を占めている。 
 

 

◇ 経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

本を読んだり、絵本等の読み聞かせについて『好き』『どちらかといえば好き』との回答

は前回と比較し、小学生高学年では 5.2%高くなっているが、高校生では、6.3％低くなって

いる。 
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好好きき どどちちららかかとといいええばば好好きき どどちちららかかとといいええばば嫌嫌いい 嫌嫌いい 無無回回答答
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５ 読みたいと思わなかった理由について 

（３で｢読みたいと思わなかった｣と回答した人のみ） 

 
 子どもが本を読みたいと思わなかった理由について、｢ふだんから本を読まない｣との回答

が 42.9％と最も多く、次いで｢他にしたいことがあった｣（28.2％）、｢本を読むのが嫌い｣

（13.0％）、｢読む必要を感じなかった｣（12.4％）の順となっている。 
 

 

６ 家庭で絵本等の読書・読み聞かせを行う頻度について〈乳幼児・小学校低学年〉 

絵本等の読書や読み聞かせの頻度については、｢週に１回程度読んでいる｣との回答が乳幼

児で 30.7％、小学校低学年で 32.1％と最も多くなっている。また週１回以上の頻度で読書

や読み聞かせを行っているのは乳幼児で 70.9％、小学校低学年で 66.5％となっている。 
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③③週週１１回回程程度度読読んんででいいるる ④④月月１１、、２２回回程程度度読読んんででいいるる

⑤⑤年年にに数数回回読読んんででいいるる ⑥⑥ほほととんんどど読読んんででいいなないい

無無回回答答
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３ まったく本を読まなかった理由について（２で｢０冊｣と回答した人のみ） 

 

 

 子どもが本を読まなかった理由について、｢読みたいと思わなかった｣との回答が、中学

生、高校生ともに最も多くなっている。 
 

４ 読みたかったが読めなかった理由について〈中学生以上〉 

  （３で｢読みたかったが、読めなかった｣と回答した人のみ） 

 

子どもが本を読めなかった理由について、｢勉強・塾・習い事・部活などで時間がなかっ

た｣との回答が 7 割近くを占めている。 
 

 

 

 

2233..99%%

2288..77%%

7755..44%%

6699..33%%

00..77%%

22..00%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝114422））

中中学学生生（（NN＝＝110011））

読読みみたたかかっったたがが読読めめななかかっったた 読読みみたたいいとと思思わわななかかっったた 無無回回答答

11..66%%

00..00%%

66..33%%

1111..11%%

1144..33%%

6688..33%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%%

そそのの他他

何何をを読読んんだだららよよいいかかわわかかららななかかっったた

テテレレビビややゲゲーームムななどどでで時時間間ががななかかっったた

遊遊びび・・ススポポーーツツななどどでで時時間間ががななかかっったた

読読みみたたいい本本ががななかかっったた

勉勉強強・・塾塾・・習習いい事事ななどどでで時時間間ががななかかっったた

28.7％ 69.3％

2.0％

23.9％ 75.4％

0.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生（N＝101）

高校生（N＝142）

読みたかったが読めなかった 読みたいと思わなかった 無回答

17.7％ 30.7％

2.8％

22.5％ 18.2％

1.9％

12.6％ 32.1％

4.2％

21.8％ 12.6％

1.1％

6.1％

15.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児　（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

①ほぼ毎日読んでいる
③週１回程度読んでいる
⑤年に数回読んでいる
無回答

②週３回以上読んでいる
④月１、２回程度読んでいる
⑥ほとんど読んでいない
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５ 読みたいと思わなかった理由について 

（３で｢読みたいと思わなかった｣と回答した人のみ） 

 
 子どもが本を読みたいと思わなかった理由について、｢ふだんから本を読まない｣との回答

が 42.9％と最も多く、次いで｢他にしたいことがあった｣（28.2％）、｢本を読むのが嫌い｣

（13.0％）、｢読む必要を感じなかった｣（12.4％）の順となっている。 
 

 

６ 家庭で絵本等の読書・読み聞かせを行う頻度について〈乳幼児・小学校低学年〉 

絵本等の読書や読み聞かせの頻度については、｢週に１回程度読んでいる｣との回答が乳幼

児で 30.7％、小学校低学年で 32.1％と最も多くなっている。また週１回以上の頻度で読書

や読み聞かせを行っているのは乳幼児で 70.9％、小学校低学年で 66.5％となっている。 

 

22..88%%

00..66%%

1133..00%%

1122..44%%

2288..22%%

4422..99%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%%

無無回回答答

そそのの他他

本本をを読読むむののがが嫌嫌いい

読読むむ必必要要をを感感じじななかかっったた

他他ににししたたいいここととががああっったた

ふふだだんんかからら本本をを読読ままなないい

1122..66%%

1177..77%%

2211..88%%

2222..55%%

3322..11%%

3300..77%%

1122..66%%

1188..22%%

44..22%%

22..88%%

1155..66%%

66..11%%

11..11%%

11..99%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児 （（NN＝＝442233））

①①ほほぼぼ毎毎日日読読んんででいいるる ②②週週３３回回以以上上読読んんででいいるる

③③週週１１回回程程度度読読んんででいいるる ④④月月１１、、２２回回程程度度読読んんででいいるる

⑤⑤年年にに数数回回読読んんででいいるる ⑥⑥ほほととんんどど読読んんででいいなないい

無無回回答答
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３ まったく本を読まなかった理由について（２で｢０冊｣と回答した人のみ） 

 

 

 子どもが本を読まなかった理由について、｢読みたいと思わなかった｣との回答が、中学

生、高校生ともに最も多くなっている。 
 

４ 読みたかったが読めなかった理由について〈中学生以上〉 

  （３で｢読みたかったが、読めなかった｣と回答した人のみ） 

 

子どもが本を読めなかった理由について、｢勉強・塾・習い事・部活などで時間がなかっ

た｣との回答が 7 割近くを占めている。 
 

 

 

 

2233..99%%

2288..77%%

7755..44%%

6699..33%%

00..77%%

22..00%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝114422））

中中学学生生（（NN＝＝110011））

読読みみたたかかっったたがが読読めめななかかっったた 読読みみたたいいとと思思わわななかかっったた 無無回回答答

11..66%%

00..00%%

66..33%%

1111..11%%

1144..33%%

6688..33%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%%

そそのの他他

何何をを読読んんだだららよよいいかかわわかかららななかかっったた

テテレレビビややゲゲーームムななどどでで時時間間ががななかかっったた

遊遊びび・・ススポポーーツツななどどでで時時間間ががななかかっったた

読読みみたたいい本本ががななかかっったた

勉勉強強・・塾塾・・習習いい事事ななどどでで時時間間ががななかかっったた

28.7％ 69.3％

2.0％

23.9％ 75.4％

0.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

中学生（N＝101）

高校生（N＝142）

読みたかったが読めなかった 読みたいと思わなかった 無回答

17.7％ 30.7％

2.8％

22.5％ 18.2％

1.9％

12.6％ 32.1％

4.2％

21.8％ 12.6％

1.1％

6.1％

15.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児　（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

①ほぼ毎日読んでいる
③週１回程度読んでいる
⑤年に数回読んでいる
無回答

②週３回以上読んでいる
④月１、２回程度読んでいる
⑥ほとんど読んでいない
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８ 家で本を読む頻度について〈小学校高学年～高校生〉 

 

家での読書の頻度については、小学校高学年では｢週３回以上読んでいる｣が 27.1％と最も多

く、また６割以上の人が週１回以上は読んでいるという回答となっている。一方で、中学生以

上では｢ほとんど読んでいない｣の回答が約３割と最も多く、週１回以上読んでいる人は中学生

で 29.2％、高校生では 21.6％と低い結果となっている。  

 

９ 本を読むときの入手方法 

 

55..33%%

55..99%%

1177..00%%

55..33%%

88..77%%

2277..11%%

1111..00%%

1144..66%%

2211..33%%

1199..44%%

2200..22%%

1133..00%%

2266..11%%

2200..99%%

22..55%%

3322..99%%

2288..99%%

1188..88%%

00..88%%

00..44%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

①①ほほぼぼ毎毎日日読読んんででいいるる ②②週週３３回回以以上上読読んんででいいるる
③③週週１１回回程程度度読読んんででいいるる ④④月月１１、、２２回回程程度度読読んんででいいるる
⑤⑤年年にに数数回回読読んんででいいるる ⑥⑥ほほととんんどど読読んんででいいなないい
無無回回答答

11..55%%

55..11%%

1155..99%%

1188..66%%

3311..77%%

2277..33%%

22..55%%

00..22%%

1177..00%%

2255..77%%

2200..77%%

3333..99%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%%

⑥⑥そそのの他他

⑤⑤友友達達ななどどにに借借りりるる

④④図図書書館館やや移移動動図図書書館館でで借借りりるる

③③学学校校やや幼幼稚稚園園等等でで借借りりるる

②②買買うう（（買買っっててももららうう））

①①家家ににああるる本本

乳乳幼幼児児～～ 小小学学校校高高学学年年～～
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経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

前回と比較すると、家で週１回以上本を読んでいる割合は、小学校低学年では減少してい

るが 60％以上を維持し、乳幼児はやや減少しているが 70％以上を維持している。 
 

７ 子どもに絵本等の読み聞かせをあまり行っていない理由〈乳幼児・小学校低学年〉 

（１ヶ月間に１冊も本を読んでいない、その理由を「読みたかったが読めなかった」と

回答した人のみ）  

 

家庭で子どもに絵本等の読み聞かせを行っていない理由については、｢忙しくて読み聞か

せをする時間がない｣との回答が 76.9％と最も多くなっている。 
 

 

6666..44%%

7700..99%%

8833..22%%

7722..66%%

3311..66%%

7744..77%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児

平平成成2277年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

00..00%%

00..00%%

00..00%%

00..00%%

00..00%%

1155..44%%

7766..99%%

77..77%%

00%% 5500%% 110000%%

⑧⑧そそのの他他

⑦⑦読読みみ聞聞かかせせををすするる必必要要をを感感じじなないい

⑥⑥ももととももとと本本をを読読むむこことと自自体体がが嫌嫌いい

⑤⑤読読みみ聞聞かかせせををすするるここととにに興興味味ががなないい

④④子子どどももににはは他他ににささせせたたいいここととががああるる

③③子子どどももがが興興味味をを示示ささなないい

②②忙忙ししくくてて読読みみ聞聞かかせせををすするる時時間間ががなないい

①①どどんんなな絵絵本本をを読読みみ聞聞かかせせたたららいいいいかかわわかか

ららなないい

     74.7％

  72.6％

70.9％

　　　　　　　　　　　　　　　 83.2％

66.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児

小学校低学年

平成27年度 令和元年度 令和6年度

31.6％

17.0％ 21.3％
2.5％

27.1％ 13.0％
0.4％

5.3％

11.0％ 26.1％

5.3％

19.4％

18.8％

5.9％ 14.6％ 20.9％8.7％ 20.2％

0.8％

28.9％

32.9％

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

①ほぼ毎日読んでいる
③週１回程度読んでいる
⑤年に数回読んでいる
無回答

②週３回以上読んでいる
④月１、２回程度読んでいる
⑥ほとんど読んでいない

                 33.9％
27.3％

20.7％
                            31.7％

                   25.7％
18.6％

   17.0％
15.9％

0.2％
             5.1％

   2.5％
1.5％

①家にある本

②買う（買ってもらう）

③学校や幼稚園等で借りる

④図書館や移動図書館で借りる

⑤友達などに借りる

⑥その他

0％ 10％ 20％ 30％ 40％
乳幼児～ 小学校高学年～
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８ 家で本を読む頻度について〈小学校高学年～高校生〉 

 

家での読書の頻度については、小学校高学年では｢週３回以上読んでいる｣が 27.1％と最も多

く、また６割以上の人が週１回以上は読んでいるという回答となっている。一方で、中学生以

上では｢ほとんど読んでいない｣の回答が約３割と最も多く、週１回以上読んでいる人は中学生

で 29.2％、高校生では 21.6％と低い結果となっている。  

 

９ 本を読むときの入手方法 

 

55..33%%

55..99%%

1177..00%%

55..33%%

88..77%%

2277..11%%

1111..00%%

1144..66%%

2211..33%%

1199..44%%

2200..22%%

1133..00%%

2266..11%%

2200..99%%

22..55%%

3322..99%%

2288..99%%

1188..88%%

00..88%%

00..44%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

①①ほほぼぼ毎毎日日読読んんででいいるる ②②週週３３回回以以上上読読んんででいいるる
③③週週１１回回程程度度読読んんででいいるる ④④月月１１、、２２回回程程度度読読んんででいいるる
⑤⑤年年にに数数回回読読んんででいいるる ⑥⑥ほほととんんどど読読んんででいいなないい
無無回回答答

11..55%%

55..11%%

1155..99%%

1188..66%%

3311..77%%

2277..33%%

22..55%%

00..22%%

1177..00%%

2255..77%%

2200..77%%

3333..99%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%%

⑥⑥そそのの他他

⑤⑤友友達達ななどどにに借借りりるる

④④図図書書館館やや移移動動図図書書館館でで借借りりるる

③③学学校校やや幼幼稚稚園園等等でで借借りりるる

②②買買うう（（買買っっててももららうう））

①①家家ににああるる本本

乳乳幼幼児児～～ 小小学学校校高高学学年年～～
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経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

前回と比較すると、家で週１回以上本を読んでいる割合は、小学校低学年では減少してい

るが 60％以上を維持し、乳幼児はやや減少しているが 70％以上を維持している。 
 

７ 子どもに絵本等の読み聞かせをあまり行っていない理由〈乳幼児・小学校低学年〉 

（１ヶ月間に１冊も本を読んでいない、その理由を「読みたかったが読めなかった」と

回答した人のみ）  

 

家庭で子どもに絵本等の読み聞かせを行っていない理由については、｢忙しくて読み聞か

せをする時間がない｣との回答が 76.9％と最も多くなっている。 
 

 

6666..44%%

7700..99%%

8833..22%%

7722..66%%

3311..66%%

7744..77%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児

平平成成2277年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

00..00%%

00..00%%

00..00%%

00..00%%

00..00%%

1155..44%%

7766..99%%

77..77%%

00%% 5500%% 110000%%

⑧⑧そそのの他他

⑦⑦読読みみ聞聞かかせせををすするる必必要要をを感感じじなないい

⑥⑥ももととももとと本本をを読読むむこことと自自体体がが嫌嫌いい

⑤⑤読読みみ聞聞かかせせををすするるここととにに興興味味ががなないい

④④子子どどももににはは他他ににささせせたたいいここととががああるる

③③子子どどももがが興興味味をを示示ささなないい

②②忙忙ししくくてて読読みみ聞聞かかせせををすするる時時間間ががなないい

①①どどんんなな絵絵本本をを読読みみ聞聞かかせせたたららいいいいかかわわかか

ららなないい

     74.7％

  72.6％

70.9％

　　　　　　　　　　　　　　　 83.2％

66.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児

小学校低学年

平成27年度 令和元年度 令和6年度

31.6％

17.0％ 21.3％
2.5％

27.1％ 13.0％
0.4％

5.3％

11.0％ 26.1％

5.3％

19.4％

18.8％

5.9％ 14.6％ 20.9％8.7％ 20.2％

0.8％

28.9％

32.9％

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

①ほぼ毎日読んでいる
③週１回程度読んでいる
⑤年に数回読んでいる
無回答

②週３回以上読んでいる
④月１、２回程度読んでいる
⑥ほとんど読んでいない

                 33.9％
27.3％

20.7％
                            31.7％

                   25.7％
18.6％

   17.0％
15.9％

0.2％
             5.1％

   2.5％
1.5％

①家にある本

②買う（買ってもらう）

③学校や幼稚園等で借りる

④図書館や移動図書館で借りる

⑤友達などに借りる

⑥その他

0％ 10％ 20％ 30％ 40％
乳幼児～ 小学校高学年～
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本を読むときの本の入手方法は、乳幼児・小学校低学年では｢家にある本を読む｣との回答が

33.9％と最も多く、次いで｢学校や幼稚園等で借りる｣(25.7％)、｢買う｣(20.7％)の順で続いて

いる。 

小学校高学年・中学生・高校生では、「買うまたは買ってもらう」が 31.7％、｢家にある本

を読む｣(27.3％)、｢図書館や移動図書館で借りる｣(15.9％)の順となっている。 

 

10 学校図書館の利用頻度〈小学校低学年以上〉 

 

学校図書館の利用頻度は、｢ときどき利用する｣との回答が小学校低学年では 50.0％、小学

校高学年では 48.0％と最も多く、｢よく利用する｣とあわせると、小学生では 7 割以上の児童

が学校図書館を利用していることがわかる。 

一方で、中学生・高校生では｢ほとんど利用しない｣との回答が最も多く、図書館の利用は

中学生では約 2 割、高校生では約 1 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

33..99%%

66..33%%

1199..55%%

3344..44%%

99..55%%

1155..88%%

4488..00%%

5500..00%%

1100..66%%

2200..22%%

2200..66%%

99..22%%

7766..00%%

5566..99%%

1111..66%%

66..11%%

00..88%%

00..44%%

00..44%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

①①よよくく利利用用すするる ②②ととききどどきき利利用用すするる ③③ああままりり利利用用ししなないい ④④ほほととんんどど利利用用ししなないい ⑤⑤無無回回答答

34.4％

9.2％

50.0％

19.5％ 48.0％ 20.6％ 11.6％

6.1％

0.4％

0.4％

6.3％ 15.8％ 20.2％ 56.9％

3.9％
9.5％ 10.6％ 76.0％

0.8％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

①よく利用する  　②ときどき利用する  　③あまり利用しない　  ④ほとんど利用しない　  ⑤無回答

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

平成27年度 令和元年度 令和6年度

        90.3％
       89.9％
84.4％

　　　　　　82.4％
   　　74.9％
67.5％

　　　25.4％
　　　　　　　　　32.9％

22.1％

    13.7％
10.3％
    13.4％

63％
23％

3％

0.7％

6％
4％

①本を借りる　  ②本を読む　  ③調べ物をする 　 ④勉強をする　  ⑤その他　  ⑥無回答
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本を読むときの本の入手方法は、乳幼児・小学校低学年では｢家にある本を読む｣との回答が

33.9％と最も多く、次いで｢学校や幼稚園等で借りる｣(25.7％)、｢買う｣(20.7％)の順で続いて

いる。 

小学校高学年・中学生・高校生では、「買うまたは買ってもらう」が 31.7％、｢家にある本

を読む｣(27.3％)、｢図書館や移動図書館で借りる｣(15.9％)の順となっている。 

 

10 学校図書館の利用頻度〈小学校低学年以上〉 

 

学校図書館の利用頻度は、｢ときどき利用する｣との回答が小学校低学年では 50.0％、小学

校高学年では 48.0％と最も多く、｢よく利用する｣とあわせると、小学生では 7 割以上の児童

が学校図書館を利用していることがわかる。 

一方で、中学生・高校生では｢ほとんど利用しない｣との回答が最も多く、図書館の利用は

中学生では約 2 割、高校生では約 1 割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

33..99%%

66..33%%

1199..55%%

3344..44%%

99..55%%

1155..88%%

4488..00%%

5500..00%%

1100..66%%

2200..22%%

2200..66%%

99..22%%

7766..00%%

5566..99%%

1111..66%%

66..11%%

00..88%%

00..44%%

00..44%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

①①よよくく利利用用すするる ②②ととききどどきき利利用用すするる ③③ああままりり利利用用ししなないい ④④ほほととんんどど利利用用ししなないい ⑤⑤無無回回答答
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◇ 経年比較（平成 22 年、平成 27 年実施調査） 

 

学校図書館を『利用している』（｢よく利用する｣と｢ときどき利用する｣を合わせた割合）

との回答について、これまでの調査結果と比較すると、小学校低学年から中学生では全体的

に前回調査結果より下回る結果となっているが、高校生では上回る結果となっている。 
 

11 学校図書館をよく利用する理由〈小学校高学年以上〉 

（10 で｢よく利用する｣｢ときどき利用する｣と回答した人のみ） 

学校図書館の利用目的は、｢本を借りる｣が 63％と多く、次いで｢本を読む｣（23％）の順

となっている。 

 

1133..44%%

2222..11%%

6677..55%%

8844..44%%

1100..33%%

3322..99%%

7744..99%%

8899..99%%

1133..77%%

2255..44%%

8822..44%%

9900..33%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

平平成成2277年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

6633%%
2233%%

33%% 66%% 44%%

00..77%%

①①本本をを借借りりるる ②②本本をを読読むむ ③③調調べべ物物ををすするる ④④勉勉強強ををすするる ⑤⑤そそのの他他 ⑥⑥無無回回答答

34.4％

9.2％

50.0％

19.5％ 48.0％ 20.6％ 11.6％

6.1％

0.4％

0.4％

6.3％ 15.8％ 20.2％ 56.9％

3.9％
9.5％ 10.6％ 76.0％

0.8％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

①よく利用する  　②ときどき利用する  　③あまり利用しない　  ④ほとんど利用しない　  ⑤無回答

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

平成27年度 令和元年度 令和6年度

        90.3％
       89.9％
84.4％

　　　　　　82.4％
   　　74.9％
67.5％

　　　25.4％
　　　　　　　　　32.9％

22.1％

    13.7％
10.3％
    13.4％

63％
23％

3％

0.7％

6％
4％

①本を借りる　  ②本を読む　  ③調べ物をする 　 ④勉強をする　  ⑤その他　  ⑥無回答
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12 学校図書館をあまり（ほとんど）利用しない理由〈中学生以上〉 

（10 で｢あまり利用しない｣｢ほとんど利用しない｣と回答した人のみ） 

 

 

学校図書館を利用しない理由は、「本をほとんど読まない」が中学生では 34.3％、高校生

では 27.2％となっている。 

 

13 まちの図書館で行っているおはなし会などの行事への参加について 

 

11..55%%

22..66%%

33..66%%

1177..44%%

11..00%%

2233..66%%

2233..11%%

2277..22%%

11..22%%

11..66%%

44..11%%

1166..33%%

11..22%%

99..88%%

3311..44%%

3344..33%%

00%% 55%% 1100%% 1155%% 2200%% 2255%% 3300%% 3355%% 4400%%

⑧⑧無無回回答答

⑦⑦そそのの他他

⑥⑥利利用用ででききるる時時間間がが短短いいかからら

⑤⑤借借りりたたりりすするる時時のの手手続続ききがが

めめんんどどううだだかからら

④④どどここににどどんんなな本本ががああるるかかわわかかららなないい

③③読読みみたたいいとと思思うう本本ががああままりりなないい

②②いいそそががししくくてて学学校校図図書書館館をを

利利用用すするる時時間間ががなないい

①①本本ををほほととんんどど読読ままなないい

中中学学生生 高高校校生生

88..44%%

99..55%%

5500..44%%

3388..33%%

1177..22%%

2200..66%%

88..88%%

1177..00%%

1155..33%%

1133..22%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

①①参参加加ししたたここととががああるる ②②参参加加ししたたここととががなないい ③③行行事事をを知知ららななかかっったた

④④今今後後はは参参加加ししたたいい ⑤⑤ここれれかかららもも参参加加ししなないい
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まちの図書館で行っている行事の参加状況は、乳幼児・小学校低学年では｢参加したこと

がない｣との回答が３割以上で最も多く、約 2 割が｢行事を知らなかった｣と回答している。 

14 まちの図書館の利用頻度 

 

まちの図書館を『利用している』（｢よく利用する｣と｢ときどき利用する｣を合わせた割

合）との回答は、小学生と高校生では、約４割が利用しているという結果となっている。 

一方で、全ての年代で｢ほとんど利用しない｣の回答が最も多くを占めている。 

◇ 経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

まちの図書館を『利用している』（｢よく利用する｣と｢ときどき利用する｣を合わせた割

合）との回答は、小学校低学年では約 10％、中学生は約 4％減っている。 

66..77%%

55..11%%

88..77%%

1100..77%%

1144..44%%

3322..22%%

2200..22%%

3300..00%%

2299..88%%

2222..55%%

1144..11%%

2211..33%%

2200..99%%

1166..44%%

99..22%%

4477..00%%

5511..00%%

3388..33%%

4433..11%%

5533..00%%

22..44%%

22..22%%

00..99%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

①①よよくく利利用用すするる ②②ととききどどきき利利用用すするる ③③ああままりり利利用用ししなないい ④④ほほととんんどど利利用用ししなないい ⑤⑤無無回回答答

3388..99%%

2255..33%%

3388..66%%

4400..55%%

3366..99%%

3366..11%%

2299..77%%

3355..00%%

5500..44%%

3344..77%%

3366..44%%

3322..22%%

5544..66%%

4488..88%%

3377..44%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%%

高高校校生生

中中学学生生

小小学学校校高高学学年年

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児

平平成成2277年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

0％ 10％5％ 20％15％ 30％25％ 35％ 40％

①本をほとんど読まない

②いそがしくて学校図書館を利用する時間がない

③読みたいと思う本があまりない

④どこにどんな本があるかわからない

⑤借りたりする時の手続きがめんどうだから

⑥利用できる時間が短いから

⑦その他

⑧無回答

中学生 　　　　　　　高校生

        　　　34.3％
27.2％

        31.4％
23.1％

9.8％
23.6％

1.2％
1.0％

1.6％
  2.6％

1.2％
  1.5％

  4.1％
3.6％

16.3％
　17.4％

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

9.5％ 20.6％38.3％ 17.0％ 13.2％

8.4％ 17.2％50.4％ 8.8％ 15.3％

①参加したことがある      ②参加したことがない      ③行事を知らなかった
④今後は参加したい         ⑤これからも参加しない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

平成27年度 令和元年度 令和6年度

14.4％ 9.2％22.5％ 53.0％

10.7％ 16.4％29.8％ 43.1％

8.7％ 20.9％30.0％ 38.3％

6.7％ 14.1％32.2％ 47.0％

5.1％ 21.3％20.2％ 51.0％

0.9％

2.2％

2.4％

①よく利用する 　 ②ときどき利用する 　 ③あまり利用しない　 　④ほとんど利用しない　  ⑤無回答

   37.4％
34.7％
 36.9％

           32.2％
      29.7％
25.3％

  36.4％
36.1％
      38.9％

48.8％
   50.4％

35.0％
  38.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

40.5％
54.6％

乳幼児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生



- 37 - 
 

12 学校図書館をあまり（ほとんど）利用しない理由〈中学生以上〉 

（10 で｢あまり利用しない｣｢ほとんど利用しない｣と回答した人のみ） 

 

 

学校図書館を利用しない理由は、「本をほとんど読まない」が中学生では 34.3％、高校生

では 27.2％となっている。 

 

13 まちの図書館で行っているおはなし会などの行事への参加について 

 

11..55%%

22..66%%

33..66%%

1177..44%%

11..00%%

2233..66%%

2233..11%%

2277..22%%

11..22%%

11..66%%

44..11%%

1166..33%%

11..22%%

99..88%%

3311..44%%

3344..33%%

00%% 55%% 1100%% 1155%% 2200%% 2255%% 3300%% 3355%% 4400%%

⑧⑧無無回回答答

⑦⑦そそのの他他

⑥⑥利利用用ででききるる時時間間がが短短いいかからら

⑤⑤借借りりたたりりすするる時時のの手手続続ききがが

めめんんどどううだだかからら

④④どどここににどどんんなな本本ががああるるかかわわかかららなないい

③③読読みみたたいいとと思思うう本本ががああままりりなないい

②②いいそそががししくくてて学学校校図図書書館館をを

利利用用すするる時時間間ががなないい

①①本本ををほほととんんどど読読ままなないい

中中学学生生 高高校校生生

88..44%%

99..55%%

5500..44%%

3388..33%%

1177..22%%

2200..66%%

88..88%%

1177..00%%

1155..33%%

1133..22%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

①①参参加加ししたたここととががああるる ②②参参加加ししたたここととががなないい ③③行行事事をを知知ららななかかっったた

④④今今後後はは参参加加ししたたいい ⑤⑤ここれれかかららもも参参加加ししなないい
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まちの図書館で行っている行事の参加状況は、乳幼児・小学校低学年では｢参加したこと

がない｣との回答が３割以上で最も多く、約 2 割が｢行事を知らなかった｣と回答している。 

14 まちの図書館の利用頻度 

 

まちの図書館を『利用している』（｢よく利用する｣と｢ときどき利用する｣を合わせた割

合）との回答は、小学生と高校生では、約４割が利用しているという結果となっている。 

一方で、全ての年代で｢ほとんど利用しない｣の回答が最も多くを占めている。 

◇ 経年比較（平成 27 年、令和元年実施調査） 

 

まちの図書館を『利用している』（｢よく利用する｣と｢ときどき利用する｣を合わせた割

合）との回答は、小学校低学年では約 10％、中学生は約 4％減っている。 

66..77%%

55..11%%

88..77%%

1100..77%%

1144..44%%

3322..22%%

2200..22%%

3300..00%%

2299..88%%

2222..55%%

1144..11%%

2211..33%%

2200..99%%

1166..44%%

99..22%%

4477..00%%

5511..00%%

3388..33%%

4433..11%%

5533..00%%

22..44%%

22..22%%

00..99%%

00%% 2200%% 4400%% 6600%% 8800%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

①①よよくく利利用用すするる ②②ととききどどきき利利用用すするる ③③ああままりり利利用用ししなないい ④④ほほととんんどど利利用用ししなないい ⑤⑤無無回回答答

3388..99%%

2255..33%%

3388..66%%

4400..55%%

3366..99%%

3366..11%%

2299..77%%

3355..00%%

5500..44%%

3344..77%%

3366..44%%

3322..22%%

5544..66%%

4488..88%%

3377..44%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%%

高高校校生生

中中学学生生

小小学学校校高高学学年年

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児

平平成成2277年年度度 令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

0％ 10％5％ 20％15％ 30％25％ 35％ 40％

①本をほとんど読まない

②いそがしくて学校図書館を利用する時間がない

③読みたいと思う本があまりない

④どこにどんな本があるかわからない

⑤借りたりする時の手続きがめんどうだから

⑥利用できる時間が短いから

⑦その他

⑧無回答

中学生 　　　　　　　高校生

        　　　34.3％
27.2％

        31.4％
23.1％

9.8％
23.6％

1.2％
1.0％

1.6％
  2.6％

1.2％
  1.5％

  4.1％
3.6％

16.3％
　17.4％

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

9.5％ 20.6％38.3％ 17.0％ 13.2％

8.4％ 17.2％50.4％ 8.8％ 15.3％

①参加したことがある      ②参加したことがない      ③行事を知らなかった
④今後は参加したい         ⑤これからも参加しない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

平成27年度 令和元年度 令和6年度

14.4％ 9.2％22.5％ 53.0％

10.7％ 16.4％29.8％ 43.1％

8.7％ 20.9％30.0％ 38.3％

6.7％ 14.1％32.2％ 47.0％

5.1％ 21.3％20.2％ 51.0％

0.9％

2.2％

2.4％

①よく利用する 　 ②ときどき利用する 　 ③あまり利用しない　 　④ほとんど利用しない　  ⑤無回答

   37.4％
34.7％
 36.9％

           32.2％
      29.7％
25.3％

  36.4％
36.1％
      38.9％

48.8％
   50.4％

35.0％
  38.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

40.5％
54.6％

乳幼児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生
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15 まちの図書館を利用する理由 

（14 で｢よく利用する｣｢ときどき利用する｣と回答した人のみ） 

 

まちの図書館の利用目的は、乳幼児・小学校低学年では｢本を借りる｣との回答が最も多く

なっている。小学校高学年以上では、「本を借りる」（48.4％）、ついで「勉強する」

（39.1％）の順となっている。 

 

16 まちの図書館をあまり（ほとんど）利用しない理由 

（14 で｢あまり利用しない｣｢ほとんど利用しない｣と回答した人のみ） 

 

まちの図書館を利用しない理由は、乳幼児・小学校低学年では「学校図書館、幼稚園・保

育所で満足している」（23.6％）との回答が多く、小学校高学年から高校生では「本をほと

00..44%%

00..77%%

11..11%%

3399..11%%

22..88%%

77..55%%

4488..44%%

00..44%%

00..00%%

00..88%%

00..00%%

11..55%%

99..22%%

8888..22%%

00..00%% 2200..00%% 4400..00%% 6600..00%% 8800..00%% 110000..00%%

無無回回答答

そそのの他他

行行事事にに参参加加すするる

勉勉強強ををすするる

調調べべ物物ををすするる

本本をを読読むむ

本本をを借借りりるる

乳乳幼幼児児～～小小学学校校低低学学年年 小小学学校校高高学学年年～～高高校校生生

44..00%%

55..44%%

33..55%%

11..55%%

88..55%%

1111..55%%

88..55%%

2277..55%%

2288..55%%

1144..11%%

1111..99%%

88..66%%

00..55%%

11..00%%

66..77%%

2233..66%%

2211..00%%

1100..77%%

00..00%% 55..00%% 1100..00%% 1155..00%% 2200..00%% 2255..00%% 3300..00%%

⑨⑨そそのの他他

⑧⑧図図書書館館がが開開いいてていいるる時時間間ににいいくくここととががででききなないい

⑦⑦借借りりたたりりすするる時時のの手手続続ききがが面面倒倒だだかからら

⑥⑥どどここににどどんんなな本本ががああるるかかわわかかららなないい

⑤⑤図図書書館館にに読読みみたたいいとと思思うう本本ががああままりりなないい

④④図図書書館館がが近近くくにになないい

③③学学校校図図書書館館・・幼幼・・保保でで満満足足ししてていいるる

②②図図書書館館にに行行くくののがが面面倒倒だだかからら

①①本本ををほほととんんどど読読ままなないい

乳乳幼幼児児～～小小学学校校低低学学年年 小小学学校校高高学学年年～～高高校校生生乳幼児～小学校低学年 　　小学校高学年～高校生

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

88.2％
48.4％

9.2％
7.5％

1.5％
2.8％

0.8％
1.1％
0.0％
0.7％
0.4％
0.4％

0.0％
39.1％

本を借りる

本を読む

調べ物をする

勉強をする

行事に参加する

その他

無回答

①本をほとんど読まない

②図書館に行くのが面倒だから

③学校図書館・幼・保で満足している

④図書館が近くにない

⑤図書館に読みたいと思う本があまりない

⑥どこにどんな本があるかわからない

⑦借りたりする時の手続きが面倒だから

⑧図書館が開いている時間にいくことができない

⑨その他

乳幼児～小学校低学年 　　小学校高学年～高校生

10.7％
28.5％

21.0％
27.5％

23.6％
8.5％

6.7％
11.5％

0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％

1.0％
8.5％

8.6％

11.9％

14.1％
5.4％

4.0％

3.5％

0.5％
1.5％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

令和元年度 令和6年度

1.2％
8.5％

4.5％
84.9％

2.3％
9.9％

3.4％
84.4％

16.6％ 20.9％14.4％ 47.7％

25.8％ 25.1％20.5％ 28.6％

23.3％ 26.1％20.2％ 29.6％

よく読む 　 ときどき読む 　 あまり読まない 　 ほとんど読まない

3.7％
   5.7％
4.1％
   5.7％

28.4％
     31.0％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

33.0％
46.3％

43.5％

乳幼児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

35.3％
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15 まちの図書館を利用する理由 

（14 で｢よく利用する｣｢ときどき利用する｣と回答した人のみ） 

 

まちの図書館の利用目的は、乳幼児・小学校低学年では｢本を借りる｣との回答が最も多く

なっている。小学校高学年以上では、「本を借りる」（48.4％）、ついで「勉強する」

（39.1％）の順となっている。 

 

16 まちの図書館をあまり（ほとんど）利用しない理由 

（14 で｢あまり利用しない｣｢ほとんど利用しない｣と回答した人のみ） 

 

まちの図書館を利用しない理由は、乳幼児・小学校低学年では「学校図書館、幼稚園・保

育所で満足している」（23.6％）との回答が多く、小学校高学年から高校生では「本をほと

00..44%%

00..77%%

11..11%%

3399..11%%

22..88%%

77..55%%

4488..44%%

00..44%%

00..00%%

00..88%%

00..00%%

11..55%%

99..22%%

8888..22%%

00..00%% 2200..00%% 4400..00%% 6600..00%% 8800..00%% 110000..00%%

無無回回答答

そそのの他他

行行事事にに参参加加すするる

勉勉強強ををすするる

調調べべ物物ををすするる

本本をを読読むむ

本本をを借借りりるる

乳乳幼幼児児～～小小学学校校低低学学年年 小小学学校校高高学学年年～～高高校校生生

44..00%%

55..44%%

33..55%%

11..55%%

88..55%%

1111..55%%

88..55%%

2277..55%%

2288..55%%

1144..11%%

1111..99%%

88..66%%

00..55%%

11..00%%

66..77%%

2233..66%%

2211..00%%

1100..77%%

00..00%% 55..00%% 1100..00%% 1155..00%% 2200..00%% 2255..00%% 3300..00%%

⑨⑨そそのの他他

⑧⑧図図書書館館がが開開いいてていいるる時時間間ににいいくくここととががででききなないい

⑦⑦借借りりたたりりすするる時時のの手手続続ききがが面面倒倒だだかからら

⑥⑥どどここににどどんんなな本本ががああるるかかわわかかららなないい

⑤⑤図図書書館館にに読読みみたたいいとと思思うう本本ががああままりりなないい

④④図図書書館館がが近近くくにになないい

③③学学校校図図書書館館・・幼幼・・保保でで満満足足ししてていいるる

②②図図書書館館にに行行くくののがが面面倒倒だだかからら

①①本本ををほほととんんどど読読ままなないい

乳乳幼幼児児～～小小学学校校低低学学年年 小小学学校校高高学学年年～～高高校校生生
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んど読まない」（28.5％）、次に「図書館に行くのが面倒だから」（27.5％）の順になってい

る。 

17 電子書籍での読書について 

 

 電子書籍を利用しての読書は、小学校高学年以上でも半数以上が「あまり読まない」、

「ほとんど読まない」となっている。一方、中学生や高校生では「よく読む」「ときどき読

む」の回答が 4割を超えている。 

 

◇ 経年比較（令和元年実施調査） 

 

電子書籍での読書について、『読んでいる』（｢よく読む｣と｢ときどき読む｣を合わせた割

合）との回答は、すべての年代で増加している。特に中学生や高校生の利用が多くなってい

る。 

 

2255..88%%

2233..33%%

1166..66%%

22..33%%

11..22%%

2200..55%%

2200..22%%

1144..44%%

33..44%%

44..55%%

2255..11%%

2266..11%%

2200..99%%

99..99%%

88..55%%

2288..66%%

2299..66%%

4477..77%%

8844..44%%

8844..99%%

00%% 1100%% 2200%% 3300%% 4400%% 5500%% 6600%% 7700%% 8800%% 9900%% 110000%%

高高校校生生（（NN＝＝228833））

中中学学生生（（NN＝＝225533））

小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝227777））

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝226622））

乳乳幼幼児児（（NN＝＝442233））

よよくく読読むむ ととききどどきき読読むむ ああままりり読読ままなないい ほほととんんどど読読ままなないい

4466..33%%

4433..55%%

3311..00%%

55..77%%

55..77%%

3333..00%%

3355..33%%

2288..44%%

44..11%%

33..77%%

00..00%% 55..00%% 1100..00%% 1155..00%% 2200..00%% 2255..00%% 3300..00%% 3355..00%% 4400..00%% 4455..00%% 5500..00%%

高高校校生生

中中学学生生

小小学学校校高高学学年年

小小学学校校低低学学年年

乳乳幼幼児児

令令和和元元年年度度 令令和和66年年度度

乳幼児～小学校低学年 　　小学校高学年～高校生

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

88.2％
48.4％

9.2％
7.5％

1.5％
2.8％

0.8％
1.1％
0.0％
0.7％
0.4％
0.4％

0.0％
39.1％

本を借りる

本を読む

調べ物をする

勉強をする

行事に参加する

その他

無回答

①本をほとんど読まない

②図書館に行くのが面倒だから

③学校図書館・幼・保で満足している

④図書館が近くにない

⑤図書館に読みたいと思う本があまりない

⑥どこにどんな本があるかわからない

⑦借りたりする時の手続きが面倒だから

⑧図書館が開いている時間にいくことができない

⑨その他

乳幼児～小学校低学年 　　小学校高学年～高校生

10.7％
28.5％

21.0％
27.5％

23.6％
8.5％

6.7％
11.5％

0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％

1.0％
8.5％

8.6％

11.9％

14.1％
5.4％

4.0％

3.5％

0.5％
1.5％

乳幼児（N＝423）

小学校低学年（N＝262）

小学校高学年（N＝277）

中学生（N＝253）

高校生（N＝283）

令和元年度 令和6年度

1.2％
8.5％

4.5％
84.9％

2.3％
9.9％

3.4％
84.4％

16.6％ 20.9％14.4％ 47.7％

25.8％ 25.1％20.5％ 28.6％

23.3％ 26.1％20.2％ 29.6％

よく読む 　 ときどき読む 　 あまり読まない 　 ほとんど読まない

3.7％
   5.7％
4.1％
   5.7％

28.4％
     31.0％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

33.0％
46.3％

43.5％

乳幼児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生

0％ 20％10％ 40％30％ 60％50％ 70％ 80％ 90％ 100％

35.3％
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アンケート調査結果の経年比較 

 

１ 家庭における読書活動の推進 

○家庭での読書状況について 

 

○家庭での読書・読み聞かせ状況について 

 

 

２ 地域における読書活動の推進 

○本が好きかきらいか 

 

 

○本の入手方法について 

 

 

 

 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 
区分 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

小学校高学年 74.9% 55.2% 70.6% 42.9% 65.4% 44.1% 

中学生 41.2% 25.3% 29.7% 15.2% 29.2% 14.6% 

高校生 28.3% 17.1% 18.4% 8.1% 21.6% 10.6% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 
区分 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

週 1 回 

以上 

週 3 回 

以上 

乳幼児 74.7% 46.8% 72.6% 44.5% 70.9% 40.2% 

小学校低学年 31.6% 11.3% 83.2% 50.0% 66.5% 34.4% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 本が好き又はどちらかといえば好きと答えた子どもの割合 

乳幼児 96.9% 96.5% 95.7% 

小学校低学年 83.3% 81.8% 79.0% 

小学校高学年 89.5% 78.9% 84.1% 

中学生 75.3% 70.3% 69.6% 

高校生 76.1% 75.9% 69.6% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 本をよむとき、まちの図書館や移動図書館で借りると答えた子どもの割合（２つ選択で）  

乳幼児 15.4% 16.2% 17.0% 
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18 電子書籍のジャンルについて 

 

 

小学校低学年が読んでいる電子書籍のジャンルは、絵本が約 3割、ついでケータイ小説や

オンライン小説、マンガや雑誌が約 2割となっている。一方、中学・高校生は、マンガや雑

誌などが 6割以上、ついでケータイ小説やオンライン小説が 2割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11..22%%

00..44%%

00..44%%

00..88%%

6666..88%%

22..55%%

2266..11%%

44..77%%

22..33%%

33..55%%

00..00%%

5599..33%%

33..55%%

2244..44%%

1133..33%%

1133..33%%

3333..33%%

00..00%%

2200..00%%

00..00%%

2200..00%%

00..00%% 1100..00%% 2200..00%% 3300..00%% 4400..00%% 5500..00%% 6600..00%% 7700..00%% 8800..00%%

そそのの他他

図図鑑鑑

絵絵本本

新新聞聞

ママンンガガやや雑雑誌誌

青青空空文文庫庫ななどどのの古古典典

ケケーータタイイ小小説説ややオオンンラライインン小小説説等等

小小学学校校低低学学年年（（NN＝＝1155）） 小小学学校校高高学学年年（（NN＝＝8866）） 中中高高生生（（NN＝＝224411））

0.0％ 20.0％10.0％ 40.0％30.0％ 60.0％50.0％ 70.0％ 80.0％

小学校低学年（N＝15） 　小学校高学年（N＝86） 　中高生（N＝241）

20.0％
  24.4％
    26.1％

0.0％
3.5％
2.5％

0.0％
0.0％
0.8％

20.0％
59.3％

66.8％

33.3％

13.3％

13.3％

   3.5％
0.4％

  2.3％
0.4％

     4.7％
1.2％

ケータイ小説やオンライン小説等

青空文庫などの古典

マンガや雑誌

新聞

絵本

図鑑

その他
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アンケート調査結果の経年比較 

 

１ 家庭における読書活動の推進 

○家庭での読書状況について 

 

○家庭での読書・読み聞かせ状況について 

 

 

２ 地域における読書活動の推進 

○本が好きかきらいか 

 

 

○本の入手方法について 

 

 

 

 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 
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子どもの読書活動の推進に関する法律（平成 13 年法律第 154 号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の
責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、
子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長
に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、
感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上
で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所
において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されな
ければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推進に
関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、子
どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動が推進
されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役
割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学
校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと
する。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ど
もの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）を策定
しなければならない。 

二 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するととも
に、公表しなければならない。 

三 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について、準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子
どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する
施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなけ
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○市立図書館の利用状況について 

 

 

 

３ 幼稚園・保育所（園）・認定こども園における読書活動の推進 

○読み聞かせの実施状況について 

 

 

４ 小学校・中学校における読書活動の推進 

○学校図書館の利用頻度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 よく又はときどき利用する子どもの割合 

乳幼児 37.4% 34.7% 36.9% 

小学校低学年 48.8% 50.3% 40.5% 

小学校高学年 54.6% 35.0% 38.6% 

中学生 32.2% 29.6% 25.3% 

高校生 36.4% 36.1% 38.9% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 毎日のように実施 

乳幼児 100.0% 100.0% 100.0% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 よく利用する又はときどき利用する 

小学校低学年 90.3% 90.0% 84.4% 

小学校高学年 82.4% 74.9% 67.5% 

中学生 25.4% 32.8% 22.1% 

高校生 13.7% 10.4% 13.4% 



- 44 - 
 

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成 13 年法律第 154 号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の
責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、
子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長
に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉を学び、
感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上
で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所
において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されな
ければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推進に
関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、子
どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動が推進
されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役
割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学
校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと
する。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ど
もの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）を策定
しなければならない。 

二 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するととも
に、公表しなければならない。 

三 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について、準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子
どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する
施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなけ

- 43 - 
 

○市立図書館の利用状況について 

 

 

 

３ 幼稚園・保育所（園）・認定こども園における読書活動の推進 

○読み聞かせの実施状況について 

 

 

４ 小学校・中学校における読書活動の推進 

○学校図書館の利用頻度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 よく又はときどき利用する子どもの割合 

乳幼児 37.4% 34.7% 36.9% 

小学校低学年 48.8% 50.3% 40.5% 

小学校高学年 54.6% 35.0% 38.6% 

中学生 32.2% 29.6% 25.3% 

高校生 36.4% 36.1% 38.9% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 毎日のように実施 

乳幼児 100.0% 100.0% 100.0% 

 平成 27 年数値 令和元年数値 令和 6 年数値 

 区分 よく利用する又はときどき利用する 

小学校低学年 90.3% 90.0% 84.4% 

小学校高学年 82.4% 74.9% 67.5% 

中学生 25.4% 32.8% 22.1% 

高校生 13.7% 10.4% 13.4% 



- 45 - 
 

ればならない。 

二 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されていると
きは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、当
該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動
の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよ
う努めなければならない。 

三 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画を
策定したときは、これを公表しなければならない。 

四 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更につ
いて準用する。 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的
に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

二 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

三 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければな
らない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政
上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

衆議院文部科学委員会における附帯決議 

政府は，本法施行に当たり，次の事項について配慮すべきである。 

一 本法は，子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備していくも
のであり，行政が不当に干渉することのないようにすること。 

二 民意を反映し，子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し，子どもの読書活動の推進に関す
る施策の確立とその具体化に努めること。 

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において，本と親しみ，本を楽しむことができる環境づく
りのため，学校図書館，公共図書館等の整備充実に努めること。 

四 学校図書館，公共図書館等が図書を購入するに当たっては，その自主性を尊重すること。 

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については，事業者がそれぞれの自主的判断に基づき提供
に努めるようにすること。 

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの参加につい
ては，その自主性を尊重すること。 

 

 

 


